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伊是名海穴（鉱床サ イト１）の鉱床の鉱物学的特徴
一黒鉱との比較においてー

浦辺徹郎 ゛1

伊是名海穴，鉱床サ４卜｜より｢ しんかい2{x}0』で得られた７飼の鉱石の鉱偽学

的特徹と化学組成rこついて述べる。

試料はすべて，二次富化を受けていない新鮮な塊状硫化物である。鉱石は礫また

は礫岩の細織を示す。礫や哩中礫の繊密な毓化物は閃亜勣鉱，円面銅虻，方鍄畝

此銅鉱と少・ の此鉄砿よりなり，41品石をほとんど含まない。礫岩の基町部は閃亜

鉛鉱と･41品石を主体とする。これらの'll実から鉱石はまず，而水と隔離された堆積

物巾で緻密貿の鉱石が生成したのち， 水ｉ 気爆発により鉱石が唱き上げられて小山

を作-･た。引き縫き為水の.l;刄Fこようて鉱石呻が固?1させられたが，ふたたぴ崩壊

して現在のガレのマウンドとなｰ,たと催定される。

鉱石は勵，価鉛の高品la砿床で，金，痢は各々，｜～12ppm ，500 ～1(xx)ppm

である。銅は1 ヽ13 附と暢めてばらつきが大きい。

Mineralogical Characteristics of the HydrothermaJ  Ore  Body  at

Izena  Hole No.l in  Comparison  with Kuroko  Deposits

Tetsuro URABE*2

The  mlneraJogy  and  chemistry  of  seven ore samples  taken  by  tlie sub-

mersible  "SHINKAl  2000"  arc described.

All of  the samples  are fresh massive  sulfides. Many  of  them  are gravels

or  show  conglomeratic  textures.  Massive  ore  is composed  of  sphalerite,

tetrahedrite, gaiena, chalcopyrite  and  minor  amount  of  pynte, The  matrix

of  the ore  conglomerate  is mainly  composed  of  sphalerite and  baritc. Tlfese

facts indicate  that the  ore  deposited  beneath  the  seafloor  originally and

reworked  by  the explosive event  to form  n mound  of ore gravels. Subsequent

succession  of hydrothermal  activity cemented  these gravels by sulfides.

The  deposits are rich In lead and  2inc, with gold and stiver up  to 12 ppm

and  1000  ppm,  respectively.
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1. は じめに

ソン ネ号船上よりドレッジ，グ ラブ等で採取 さ

れ た鉱 石 の内 約 ８割 は， 重晶 石（barit ｅ）・非

晶質 シリカ（ ａｍ・rphons ｓjlica） よりな る多孔

質 沈澱物で あ った。塊状硫化物鉱 石は １割 ５分程

度|こ過ぎず， しか も海底風化を受 けマ ンガンの 陂

殼を持つ ものが多 い。残りがいわゆる珪鉱で，酸

性火山岩中lと網状脈をな して 硫化 鉱物 が来 るもの

と，哇質沈澱物中 に硫化鉱物が拡染状|こ兒られ る

もの とに分けられる（中村ほか，1981.

これに対 し「しんかい2｛｝00』（ 加藹ほ か。本号

報告参照）|こより採取され た鉱石は，すべて二次

富化を爻りて いない新鮮な塊状硫化物（ ｍａｓｓiｖｅ

sulfide )であ った。 両者の明 瞭な対 照は恐 らく採

取された絋 体ない しチ ムニ ーの違 いに由来する も

のと思 われる。 ここで は『しんかい2000 』 第SI.

360 潜航で 得られた試科の内 ，鉱床 サ４卜 １の西

側のマウ ンドより 得られ たチムニ ー試科及 び鉱 石

礫lごつ いて ，黒鉱鉱 石と比較しつつ 記載したい。

2. 鉱石の構造・組織

２．１　3  5  9  -5

こ れは鉱床 サイト １の西側マ ウ ンド上に 成艮し

ている高さ約30・ のチムニ ー（加藤ほか本号ll告

写真１）の頂上より 得られ た試料であ る（写nl ）。

閃皿鉛鉱，硬石fr および石i:rのみから構成 されて

おり， 不規則な形状 の空隙|こ富む。関･斷勣 砿は硬

石膏と密雑混成 しており，その表而は 硬石 脅の板

状結晶 （長辺 最大３．）で観 われてい る。 部分的

に繊維 状の石膏結晶 （１～４． ）かこ れ等を匐う。

この試料には 二次的な 溶蝕ピ･。卜 も多数存 在し，

ピ･ｙ卜内 には 硬石膏， 石膏の平滑な溶 蝕面上に，

多孔貿 な閃亜鉛鴕集合 体が突 出した細織が認 めら

れる。こ れ等 の絹織は， チ ムニー先端 部で時 の経

迴 につ れて，閃 亜鉛鉱 十硬衣膏 の沈澱，次いで石

育の沈澱， 史に硫酸カ ル シウムの選択的溶解が起

こ ったこ とを示す。こ の変化傾向 は熟 水溜度 の漸

還的低 Ｆにより 生じたものであ ろう。
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これは 約】2c・の厚さを持 った堅硬な塊状硫化鉱

で， や や空隙に 富んで いる。その空路 の一 部を無

水石膏（ａｎｈｖdrjtｅ） が理めで いろか　ｒ ｔl.ll詭

の 表面|こも 見ら れ 。後 の 熱 水 か ら の沈 澱 物 と考 え

た方 が良 さ そ うで あ る 。 この 鉱 石 礫は 現 在活 動 的

な チ ムニ 一（ 前記359- 5 を 得 たチ ムニ ー） の 足

元 か ら得ら れ た もの で，上 下関係 は 不 明である（写

真 ２） 。 し か し シ リカ の 付 着 の 兒ら れ る 面に 平 行

な 縞 状構 造 が 見ら れる こ とか ら ， そ の面 が チ ムニ

一 （ ？） の 外 国を 向 い て い た 可 能 性 が 高 い。

とい う の も シ リ カの 付 着し て い る 面 か ら４・ 内

側 の 部 分 の顕 微 鏡 写 真 （写 真 ３） にお い ては ， 硫

化 鉱 物 が樹 枝 状 の 集合 体を 作り ， それ ぞれの 枝 の

断 面 （ こ れ が写 真 で 見え てい る ） に お い ては 放 射

状 の 結 品成 長が 見られ る 。こ れ より 更|こ表面 に 近

い 所 では ， 硫化 物 は 更|ご 繻粒 の 放 射状 結 晶 集 合 体

の ボー ルを 作 って い る の が観 察 され た 。反 対 に 表

ｉ よ り50 ＝1内 側 に 入 っ た所 （写 真４） の 剌|緤 は 。

放射 状組 織 は 残 し つ つ も “技“ の間 の 空 隙は 埋 め

ら れ ，|り結 晶 し てい る の が観 察 され る 。 これ は 外

側 （シ リ カのあ る 面） で 晢邉 の 急冷 に よ り沈 澱 し

た硫 化 物鉱 物 が ， 引 き 続 く熱 水 の 通 過 に より 次 第

1こllj結 品 化 して 行 く様 子 をk! 事 に表 わ してい る 。

こ のよ うな 樹 枝状 組 織 （dcndiilic t ｅｘtｕrｅ ） は

急 冷Sこよ る 急 速 な 結 品 の成 長を 示 唆す る が， 黒 絋

鉱 石 中 に は きわ め て ま れ な も の と いえ る 。他 方 ，

黒 鉱 鉱 石を 特 徴 づ け る二 つ の絹 織 ； コ ｏ フ ォ ー ム

釦 謚 と黄銅 鉱 病変 （ｃｈａｌｃｏｐｙrile di ｓｅａｓｅ ）は ，

伊 是 名 鉱 石|こおい ては き わ め て ま れで あ る。 黄 銅

鉱 ，方鉛鉱（ｇａｌｅｎａ）,閃 亜鉛鉱（sphalerit ｅ）,四iSI

鉱 （tｅtｒahcdrjt ｅ ） とい った構 成 鉱物 は ほ ぽ 共 汕

であ る1ともか か わ ら ず， こ の様 な 絹 織 の 違い か 見

ら れ る理|||は 次 の様 に考 え られ る 。伊 是 名の 鉱 右

は 空 障 も多 く 急速 成 長を 示 す絹 織 を 持 つことから，

チ ムニ ーと して生 成 し た も のら し く， 反対 に・ 鉱

の 鉱 石 は一 層 ず つ上 向 きに （ コ ロ フ,t － ムの 凸 の

方向 よ り類 推 で き る ）積 み 重な っ て行 っ たも の ら

し い 。

も う一 つ の 人 きな 違 い は ，360 －4 の 試 料･| 叭

瓜 鉱 で 最 も普 遍的 に 含 ま れ る黄 鉄 鉱 （pyrite ） と

,R 品 石 がほ と んど ほ られ な い点 であ る 。 これが 上

記 の 沈 澱の メ カニ ズ ムの 違 い に よ る もの か，鉱 液

の組 成 の違 い に よ る もの か は 分 ら ない が 。 急冷 さ

れ た と 考え ら れる 部 分に も 上記 ２ 鉱物 が 見られ な

い こ と|とよ り ，後 者の･IJ能 性 が 高 い 。
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写真５に示した朷にこの試料は明瞭な角櫟化組

纖を示す。この試料そのものも鉱石μj礫なので礫

「11礫の細織ということになる。写真で色がやや蓐

い部分は全ii的に閃亜鉛砿よりなり，所々方鉛鉱

が他形で包有されているものである。この巾にも

360 一引こ見られた樹枝状知纈が一部認め られ＆

この鉱石は黄鉄鉱を少量合むが，その産状は様々

で，フランポ４ド状（framboidal ） から14結船

した自形結品まで存在する。これらの礫状 衄の長

径は２～３．から50・ 程度の広がりを持つ。

礫を埋めている色の黒い部分は重晶石lこ寫む多

孔質のマトり･。クスで，この鉱味は初期に・ 品石

を含まない鉱化期，晩期Iこ哦晶石・|刈亜鉛鉱を主

とする砿化期を持ったことが推定される。IXI鉱鉱

床においてもこの様な角礫化組織は極めて一般的

で。くわしく見れば90S 以上の塊状硫化物鉱石が

何らかの再堆積隲造を持つと考えられる。今まで

それは斜而に沈澱した鉱石が成長するにつれ不安

定となり。斜而をすべり落ちてスランプベッドを

作ったものと解釈されて来た。IJI是名鉱石の轌姶，

チ ムニーとして形成されたとする立鳩に立つなら

ば，この鉱石はーたん崩れたチ ムニ ーの 破片を

埋めて，･R晶 石に7;Sむ鉱石が沈澱したと解釈でき

る。しかしこの 考えはどうもとりにくい。その鯉

1111は次の試料のところで述べる。

２．４　３６０－６

この鉱石（町真7  , 8) は，礫巾礫の瞋造を明

暸に示す点で画期的なものといえる。 ２つの･||りfj

櫟は空隙の少ない緻き貿な塊状硫化物鉱石で,360

－5 の礫と共通した特長を持っている｡閾亜鉛鉱，

方鉛鉱，黄銅鉱，黄鉄砿の順に鉱物の鼠比か減少

し，咀柚石をほとんど介まない。結品度も高く，

顕微鏡的には一般の黒鉱砿石と【穹別がっ かない程

である。この様な緻密な硫化物鉱石が海底熱水鉱

床から得られた例は無く，沖縄トラフ特有の メカ

ニズムが考えられなければ ならないであろう。

これらの礫を埋めているのは. 360- 5 同綴･１

品 石，閃･秬鉛鉱に富む多孔質の砿石で，特徴的 に

自然４ オウを 含む。この多孔ｒt鉱石は以|祠ア ルビ

ン･りにより，マリアナトラフ18 °Ｎ の111軸ISより

採取されたIR晶孑I･ ・硫化物チ ムニーにきわめて類

似しており，活動的なブラックスモーカーからの

直接生成物であると推定される。つまり先の緻密

質猖鉱はーたんどこかで生成され，それが何らか

の作川で海底面上に噴き上げられ。そこにブラッ

クスモ ーカーの活動が起こってセメントしたとい

うプロセスが考えられる。更にそれがこわされて

現在 兒られる様な鉱石礫の11｣を作ったらしい。

ではどこでこの緻密貿な鉱石か作られたのか。

恐らくそれは堆積物|と瓠われた洵底面(sediment

-water intｅrface) より下と考えられる。この様

な場では鉱渣はゆるやかに冷却され，結晶は成長

し空隙も少なくなるであろう。また海水中の硫酸

４ オンの寄与が少なくなることより，卵晶石が産

しないことも説明がっく。上の堆積物のブランケ

ット1こ相当する礫か得られていないので，この説

の妥当性は不明であるが，359 涓･航で得られたド

゜マイト球顆を介む帖土岩が， それに当るのかも

知れない。

２．５　3  6 0-7

これは360 － 6でlaられた，緻密贊塊状硫化物

鉱石と岡類である。閃 亜鉛鉱のモードが高く，部

分的には90951こ達する。その他の鉱物学的特徴は

360 －6 の礫と同様である。この鉱石礫は多孔質

鉱石によりセメントされなかったらしい。酸化も

全く認められず，閃唖鉛砿の結晶度も今回得られ

た鉱石rll最も良 く，時に数・ のサイズに邃する(写

火６) 。
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これは360- 5 試科に類似しており，一翻海庭

祗化を受けて粉状の見掛けを呈する腿分がある。
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これは360- 6 試料に類似しており，礫状の構

造を自‘する。径５ｃｌに逹する繊密な塊状硫化鉱角

礫一径数・･ヽ】clで，樹枝状成長組織をもった閃

亜鉛鉱角礫の間隙を，微粒の閃 亜鉛鉱，重品 石集

合体が充嗔している。７トリックス中 の微剥な割

れ[1は，巾品衣あ るいは硫黄で充墹されている｡

3. 鉱石の化学膕成

表１に上記の鉱石の分析鉤が示してある( 分析



者：青木正博，・ 川真紀子， 分析方法は青木・111

村本号報告参照）。これから見ても分かるように，

ｒしんかい2000J で得られた試料は，金・ 銀介有

傴がそれぞれ1 ～12ppm ，500 ～lOOOppm の範

囲に入っている。ソンネ号で 得られた海膿風化を

受けた鉱石の最高金品位が Ｍ.4ppm ，鈿 が1J09 %

であったこと（巾村ほか｡1988 ）と比ぺると，金

品位は同一レンジに 入るものの，銅品位が格段1ご

低いことが分かる。鈿は二次富化を受けてい ない

ためにこの様な偵をとるのであろう。なお銀鉱物

は四而銅鉱と考えられる。

360 －7 の試科の｡1111鉛の品位か60弼を越えるの

も驚くべきである。閃亜鉛鉱は２～３ｓの鉄を合

むので，111鉛は鈩j70％含まれているにすぎない。

この樋な高品位の鉛・･･1鉛鉱石は陸 上|とおいても

きわめてまれである。なお念のため4こ表１の価は

数100 グラムの鉱石を粉木にして徇られたもので，

決して高品位の小片の分析値ではないことを述べ

ておきたい。

銅の品位は約丿澎から13 匍まで広くばらつく。

しかし他の海庭熱水鉱床のそれと比ぺると明らか

に低く，伊足名鉱床が全体として鉛・･距鉛鉱床で

あることＲ:災存はないであろう。 伊足 名では黒鉱

鉱床の黄鉱（黄鉄鉱・黄鋼鉱よりなる塊状硫化物

鉱石）も見られない。

4. 鉱床モデル

以上の記載より伊是名鉱床は人きく２期に分か

れて生成したと推定される。まず堆積物中で緻密

質の鉱石 が生 成し た。 次いで 水 蒸気爆 允 等の

explosive な店動が起こり，鉱石が唄 き上げられ

小山を作った。その水蒸父爆発の通り辺は鵬線と

して残り，引き続 き熱水の上兄がr;!られた。この

弟２川の熱水から沈澱した唄品石に富む鉱石によ

り，第１期の鉱石はセメントされた。このセメン

トも 再びくずれ， 現在は鉱石礫の小山の頂上で 末

期の熱水噴出（クリヤースモーカー）が 見られる，
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写頁1　360　5 試料の破断而。黒色郡は閃

亜鉛叭 白色１は硬石膏と石膏。

矢印の先端Ｓは溶蝕ピット。

photo. 1 Broken surface　ｏr Sarr.ple

360-5.

写真2　3 石0－4 試料の切断面。|句かって右の面に シリカ

が付着･し ている。｡‘凶状捐造が見られ，左方|こ向か

って結品拉曳， 空隙の大きさとり て大きくなる。

巾臾の白い点IJ無 水石膏 。

pho10 ， 2 Cross ―
 cut surface ｏ

ｆ Sample ３６０　４ ｡

与 真3　360  ―  4 試 料 の 反 司･闥l 禄 鏡 写!11. 表

而 か ら4  cm内 枇j。 写 真の 搬 佃 か0. ５

ｃａ. ａ ｅ,が 黄 銅 叭 白 が 力･鉛 叺 薄

いilr灰 色 か|哺fi 銅 匐、 汲 色 か 閃qli鍄
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写真５　360  -  5 試料 の叨断而。 表而

の部分に薄く酸化が見られる。

角礫構迅か明らかである。

photo.  5 Cross ― cut surface ｏｆ

Sample ３６０－5.

写貞6　360 －7 試料の切断而。色の薄

い171はほとんど純枠な閃唖鉛拡。

此鉄鉱， 似1111石などII｣用価吶の

低い鉱物をはとんど含まない高

品 位鉱である。

ｐｈｏt０.6 Cross ―cut surface ｏｆ

Ｓａｍｐ】e 360-7.

町百7　360　6,1 式料。礫岩であること

がよくわかる。

ｌ　photc.  '! Ｓａｍ ｐ】ｃ ３６０－ ５

町 貞8　360　6 試 料 の 切 断|rEi。'.- Ｊの

･11角 礫 を な す 緻 喇 質71.1 鉈‘ か ，

･RIllli,石IQ;･; む 鉱 石 に よ り･lf メ ン

ト さjl て い る ． 後 ぶ･のIII の 伯 色

い 点 はIII然 イオ 叭 ，

|)h,)ｈ,.8('|･,) ｓｓ　t･11!　suIｲ ａt･,.･，jr
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